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想い出という前意識

高橋　哲郎　

　「前意識」は意識と無意識の中間領域
である。意識でもあるし，無意識でもあ
る。注意を向ければわりとすぐに意識さ
れる。砕けて言えば，夢か現か幻かの領
域である。私はこの領域が好きだ。何故
か。下に続く拙文を読んでもらって，こ
の言葉になじみが薄い読者にも何となく
分っていただければ幸いである。
　 年にわたって私が在籍した米国メ
ニンガークリニックは， 年に外来
からスタートし， 年に病院になり，

年にベイラー医科大学と合併して
テキサス州ヒューストンに移るまで，北
米大陸の真只中カンサス州トピーカでユ
ニークな精神病院，精神医学校として，
国際的に指導的役割を果した。その組織
の一部にトピーカ精神分析インスティ
テュートがあった。私はそこを 年
に卒業して，次の年に日本に帰国し，精

神分析的臨床や教育に携わるようになっ
たのである。
　 ’ （分析家の
前意識）は，このインスティテュートで
月 回行われていた分析家たちの読書
討論会で，私が帰国する頃読んでいた本
だった。一元主義一人心理学的精神分析
から，多元主義二人心理学的精神分析に
変貌・成長する時代に，バランスのとれ
た道標となる非常に優れた著作だったの
で，帰国後私が開設した精神分析セミナ
リーで推薦し，生徒の有志が共同で翻訳
に取りかかった。 年後の去年，やっ
と出版に漕ぎつけた。だからこの本には，
私を専門家として育ててくれたメニン
ガーからの離別と同時に，故郷への
年ぶりの里帰りの二重の気持が籠ってい
る。そして，本書の刊行を記念して「学
術通信」への投稿を依頼され初めて気づ
いたのだが，このエッセイにも再び離別
と再会の二重の感慨が籠められている。
というのは， 余年の里帰りを終えて，
間もなく私は米国に残してきた家族のも
とに戻るからである。
　長い里帰りの間いろいろなことがあっ

たかはし・てつろう＝精神分析，精神医学
精神分析セミナリー。著書に『改訂 子どもの
心と精神病理』（岩崎学術出版社），『精神分析
的精神療法セミナー［技法編］』（金剛出版）
など。このほど，『分析家の前意識』を監訳，
刊行。



た。日本分析協会国際化の大変革の直
中，複雑だが興味深い体験だった。私事
では母や姉の死，歯が抜け落ちるように
ぽろりぽろりとこの世を去った友達，さ
らに最近の秋元波留夫先生，土居健郎先
生の逝去などが悲しい。他方楽しいこと
もあった。精神分析，精神療法の分野で，
真摯な臨床家の成長に力を貸すことがで
きた。教育・訓練の成果を，少数の専門
書にまとめて世に送れたことなどである。
　最も心に浸みた経験は，友人たちとの
再会だった。数十年ぶりの友もいた。お
互いにどうしているかと時折思い出して
いたことが分ると，二人の前意識が交流
しながら，現実の再会につながったよう
な気がしてくる。ことにその想いを強く
したのは， 年ぶりの小学校同窓会で
の再会であった。
　われわれは昭和 年横浜市立国民学
校（軍国政府は小学校の呼び名をこう変
えた）卒である。小さな証書は貰った
が卒業式はなかった。ひっきりなしの

空襲のためである。 月 日東京
大空襲の が置土産に落した爆弾で
横浜もかなり損害を受けた。電車が不通
になったので，入学したばかりの中学に
は歩いて初登校した。その途中，日常利
用していた電車が渡る鉄橋が爆裂のため
に切断，撥ね上げられ，裂けてひん曲げ
られた黒い鉄骨が灰色の空につき刺さっ
ているのを見た。次は横浜だと皆思った。
「本土決戦」「一億総玉砕」という新聞
のスローガンが真に迫り，われわれはあ
まり遠くない死を覚悟していた。多くの
友が既に疎開しており，私の家も，「と

にかく生きられるだけ生きよう」という
父の方針にしたがい，東北の山の中に逃
げる計画で生れ育った横浜を離れた。同
窓生は散りぢりになった。私の人恋い初
めるあこがれも，芽生えたばかりで焼跡
に取り残された。 年後にそういう友
達と再会できたのは実に感慨深かった。
　会えなかった友人が一人いる。青木と
いう文武両道に秀でた少年だった。私と
同じ級にいたことはないがその評判は
知っていた。私が彼の安否を気にしてい
たそもそものいきさつは敗戦の前年に遡
る。その年，小学卒で入学できる少年航
空学校が，われわれのあこがれの予科練
の基地霞ヶ浦に創立された。軍国教育で，
男子の本懐はお国のため，天皇陛下のた
めに命を捨てることだと叩きこまれてき
たわれわれは，最も華々しく散れる飛行
機乗りにあこがれ，少年航空学校開設に
心が躍った。しかし私には甘くない現実
があった。体質がいわゆる腺病質といわ
れ，航空機展示会の催しなどで適性検査
を受けるときまって落第だったので私は
受験しなかったが，卒業が迫る頃，青木
君がわれわれの中から唯一人合格したと
聞いた。何とも羨ましかったこと！
　同窓会では彼について何らかの情報が
得られるだろうと私は楽観していた。と
ころがである。 人程集った同窓生の
誰一人として，青木という男子生徒がい
たことすら憶えていないのだ。記憶と忘
却の狭間の底で私は躍起になって説明し
た。「もしかしたら青木君は，われわれ
の仲間で唯一人の戦死者になっているか
もしれないので僕は心配しているのだ」



と。しかしこうもつけ加えた。「まあ，
あの頃は赤トンボ（赤く塗られた複葉の
練習機）さえ特攻に使い果されたそうだ
から，乗る飛行機はなく，生命は大丈夫
だったと思うがね」と言いながら，意地
の悪い上官にどやされながら汗と泥にま
みれて裸で塹壕堀りをしている青木君の
イメージを描いた。軍国の理想的少年が
いとも惨めな姿だった。
　それにしてもあの青木君のことを誰も
知らないとは奇妙である。ひょっとする
とそれは私の幻想が作り上げた記憶かも
しれない。もしそうだとしたら，少年私
の「理想的祖国日本」へのあこがれ，期
待，一体感と，逆に意識から抑圧排除さ
れた軍国独裁者へのねたみ，怒り，恐怖
が，「青木君」の想い出という前意識の
中に凝縮されていたのかもしれない。そ
の複雑な気持が， 年ぶりの現実の同
窓会の中で，青木を惨めな姿に変えるあ

の何気ないつけ加えの中に表現されてい
たのかもしれない。意地の悪い上官は，
実は私の妬みの象徴だったのだろう。考
えが巡っているうちに気持が楽になって
いた。戦時中の横暴な大人たちへの濃厚
な怒りも薄らいで行った。
　意識と無意識，現実と空想，過去と現
在，そして離別と再会，真と偽，思いや
りと敵意のような正反対の体験の間をと
りもつ「前意識」の中でこのように遊ぶ
ことが私は好きである。
　 年に米国に初めて渡ってから
年間，私は「ふるさとは遠きにありて思
ふもの」と好んで口ずさんだ。犀星は
「そして悲しくうたふもの」と続け，故
郷犀川には二度と戻らなかったという。
しかし私は「そして床しくうたうもの」
と続けたい。そしてまた時々短い里帰り
をしたいと思っている。

◇書評エッセンス◇

臨床精神医学の方法
土居健郎著

　土居先生の新しい論文集

は 頁に満たない手に

取りやすい小ぶりな本だが，

内容は大変豊穣で独創的，

啓発的，刺激的な珠玉の書

である。

　ご自身の臨床をざっく

ばらんに語っておられる箇

所が，これまた大変面白

い。たとえば，診察中に

「君，すまんが，先生は

疲れたからちょっと寝る

よ」と宣言して「 ， 分

寝た」経験。別の患者では，

「私はそれでだいぶこの人

をやっつけました。『お前

など死んでしまえ』とまで

は言えないのだけれども，

しかしかなり叱るようなこ

とをした」。他にも，「結婚

しろと猛烈にけしかけた」

介入。「名人に定石なし」，

「名人は危うきに学ぶ」

などの言葉が浮かんでく

る， を地で

行く天衣無縫な実践であり，

読者を刺激してやまない。

（評者・原田誠一＝原田メ

ンタルクリニック■臨床心

理学 9巻 4 号（2009）よ

り抜粋）



　巷間，スピリチュアル・ヒーラーと呼
ばれる人物が湧出し，マスコミで持て囃
されたり，スキャンダルの種にされたり，
各種の熱心な愛好団体を作ったりしてい
る。すべて，不幸せを避け幸せを得たが
る大衆の要望，に対応した存在である。
　他方，精神医療周辺の文言のあちこち
に，スピリチュアルという用語が見られ
るようになっている。これはおそらく

年に が健康の定義として
「スピリチュアルな健康」との文字を加
えたことへの追従であろうが，不幸せを
避け幸せを得ようとの意図が同じなのだ
から， つの事象の共時性は見過ごして
はならないだろう。
　 つの新興勢力と異なり，古来スピリ

チュアリティの領域を活動分野にしてき
たのが宗教である。そして，事実を観察
すると， つの分野は互いに重なり合っ
ている。わが国の臨床精神分析の親であ
る古澤平作が，仏教の求道者としての一
面を生きていたのはその例証である。
　このたび『精神科養生のコツ』を改訂
するに当たり，スピリチュアリティの
テーマが気になりながらも，そこへ踏み
込むことができなかった。いまもまだ考
えつづけている。
　『「現場からの治療論」という物語』の
なかで，ボクはおおよそ次のように論
じた。すなわち，「ファントム」の進展
は必然的にヒトを「よるべ無さ」へ導く，
言いかえると「存在そのものの不安」で
ある。そこから脱すべく「ファントム」
が選ぶのが，「疑う」に根ざす哲学の道
と，「信ずる」に根ざす「宗教」の道で
ある，と。そして，昨今，哲学への志向
も宗教への志向も，静かなブームである
ように見える。ファントムの，言いかえ
ると文化の進展が生み出した「よるべ無
さ」がすべての潮流の基底なのではない
か。

かんだばし・じょうじ＝精神医学，精神療法
伊敷病院。著訳書に『追補 精神科診断面接の
コツ』『精神療法面接のコツ』『「現場からの治
療論」という物語』（いずれも岩崎学術出版社），
『治療のこころ』『対話精神療法の初心者への
手引き』『臨床能力を育てる』（いずれも花ク
リニック神田橋研究会），『転移分析』（金剛出
版）など多数。このほど，『改訂 精神科養生の
コツ』『ウィニコットとの精神分析の記録』を
刊行。

養生論とスピリチュアリティ

神田橋　條治　



　養生論へ移ろう。ボクの養生法では
「気持ちがいい」を指針にしてすべてを
選択する。「気持ちがいい」は指針であ
るばかりか到達目標でもある。そして文
化によって作られた指針や目標を「悪し
き洗脳の産物」であると見なし，動物と
共通の「原始生命体」へ立ち戻ることを
推奨する。スピリチュアリティとは逆の
方向であるようにも見える。
　ここで，治療には限界があるし養生に
も限界があり，しばしばヒトの運命には
制約があることに目を転じてみよう。病
が治癒しても，失われた月日や失われた
り折れ曲がってしまった人生は取り返せ
ない。ホスピスの住人には治療の道が終
了している。ガス室へ送られる収容者が
「気持ちがいい」を選択するのは不可能
である。孤独死の迫った老人も同じであ
る。そうした状況でスピリチュアリティ
は必須のものとなろう。昨今の潮流の基
底にはこれら極限状況と同種の「よるべ
無さ」「存在そのものの不安」が流れて
いるのだろうか。
　これから先は，なんら自らの体験に裏
打ちされていない，机上の，我田引水の
連想なのだが，「気持ちがいい」が深化

した先にスピリチュアリティの世界が開
けていたら素晴らしいだろうなと思う。
良寛さんには雪の舞い込む五合庵の日々
が「気持ちよい」ものであり，身代わり
にガス室に向かう神父は「気持ちがよ
く」それらは「悪しき洗脳の産物」とは
異質の心身状態なのかもしれない。「い
のち」は流転する自然界のなかの異物の
ように見えても，束の間をへて自然界に
戻ってゆく。生きている瞬間でさえ，代
謝というかたちで刻々と流転を内在して
いる。その盛衰をヒト以外の生物は受け
入れている，いや流転盛衰との一体を生
きている。「よるべ無さ」をただ生きて
いる。その在り様を「感覚」できている
覚者は我々とは異次元の「気持ちがい
い」を原始感覚として持ちうるのかもし
れない。それを言いかえると「天命に帰
依して人智を尽くす」であり，「大いな
るものに抱かれて哲学を生きる」であり，
「異端や哲学活動を抱えうる度量の宗
教」を持つことなのだろう。「信ずる」
と「疑う」が相補的であることが「気持
ちがいい」の極致かもしれない。できっ
こなくてもせめて憧れることにしたい，
と思い到っているのだが，さあ。



続・誰も知らない Nobody Knows

鈴木　　誠　

　学校には，強烈な情緒的インパクトが
渦巻いている。それはしばしば「教育す
る喜び」を凌駕し，仕事のやりがいや意
欲を侵食し，深刻な現実感覚の喪失さえ
もたらす。こうしたインパクトを生む事
態は，「不登校」や「いじめ」のように
学校教育の問題として認識されているし，
教師は「自分の学校の子ども」の問題な
ので，何とかしようと渦中に飛び込んで
いく。

◆
　不登校の男子中学生。非行少年達とと
もに，彼はたまり場となっている崩壊家
庭の一室に入り浸っている。彼の両親は
ともに軽度知的障害があり生活保護を受

け，ケースワーカーから生活指導をされ
ている。お金があると半月で使い切って，
残りは飲まず食わずの生活になるからで
ある。数年前の給食時間，小学生の彼の
奇妙な行動から発覚したのだった。金の
無心に辟易とした親族からは縁を切られ，
地域でも疎ましがられている。その両親
が，反抗的で粗暴となった息子を恐れて
逃げ回り，要求されるままに金銭やタバ
コを与えてしまうのである。養育能力に
問題があるのは明らかだが，児童相談所
は保護の対象とは認識していない。
　関係機関との連携をはかる学校の管理
職，家庭訪問を続ける担任の心を，手詰
まりの焦りや無力感が圧倒し，憤りやあ
きらめの気持ちが錯綜する。
　「いじめ」被害の女子中学生。ほとん
どの生徒から「キモイ」と避けられ，友
人もいない。登校も滞りがちである。彼
女の髪はベタつき制服も汚れていて，体
臭が漂う。家庭訪問する担任に，粗暴な
父親は「いじめが原因の不登校だ！　学
校の責任だ！」と激しく攻撃する。その

すずき・まこと＝臨床心理学，精神分析
くわな心理相談室主宰。著訳書にＳ－ウィッテ
ンバーグ著『学校現場に生かす精神分析―学
ぶことと教えることの情緒的体験』（共訳，岩
崎学術出版社）『惨事ストレスへのケア』（分
担執筆，ブレーン出版）など。このほどヨー
エル著『学校現場に生かす精神分析【実践編】
―学ぶことの関係性』を共訳・刊行。



父親もリストラされて抑うつ的だが，治
療は受けていない。支援を申し出るケー
スワーカーを，けんもほろろに追い返す。
かつて虐待で介入された経験があるから
である。夕方に 人の子どもと母親が，
スーパーの試食コーナーで頻繁に目撃さ
れだした。ある日，一家は失踪した。悲
観的なシナリオが教師たちの脳裏をよ
ぎったが，数日後，子どもたちは保護さ
れた。ほとんど食べていなかったらしい。
　もって行き場のない怒りと非難される
ことへの恐れ，胸騒ぎ，関係機関への不
信。刺すような情緒が担任や管理職を襲
い，自らの考える能力の欠如すら願いた
くなる。考えなければ，予測しなくてす
むし，何も感じなくてすむから……。
　 人兄弟みんな不登校。その母親は，
以前から「誰かに監視されている」と閉
居している。重篤な精神病が想定される
が，治療は受けていない。子どもの恐怖
症も，感応精神病が推定されていた。社
会的地位もある父親は，仕事と社会奉仕
活動に多忙でなかなか連絡もつかず，家
庭には無関心である。家庭訪問をする担
任は，すぐに心身の調子を崩してしまう。
担任によれば，家中の床には，汚れた衣
服と洗濯された衣服，ゴミが散らばり足
の踏み場がない。そこで母親が脈絡を欠
く話を延々として，担任を疲弊させるの
である。養護能力への懸念から，早い段
階から学校は関係機関と連携しているが，
何年たっても事態は変わらない。
　自分の行動がなんら援助的に機能しな
い絶望的な無力感や虚無感が，教師たち
を襲う。鉛のように重い心が，かすれた

悲鳴を上げている。自分の行為に意味が
あるのか？なんの役に立っているのか？

◆
　これらは特殊な学校の事例ではない。
これに陰湿ないじめ，粗暴行為，非行，
低学力，学級や学校の崩壊，地域や保護
者からの理不尽な苦情，事件や事故によ
る心的外傷などが加わる。こうした問題
の背景も実に複雑で，深刻な家庭的・社
会的要因が必ず存在する。こうした問題
が強烈な情緒的インパクトの源泉であり，
強弱はあるにせよ日常的なのである。こ
の情緒体験は，他者から理解されて共有
されたり，思慮深く考えられて何かを学
べないうちは，ごく健康的な共感能力の
ある人間にとっては，かなり破壊的であ
る。仕事へのやりがいや意欲がじわじわ
と侵食され，しばしば現実吟味の機能を
脅かす。
　働きかけが報われることは，ひとつの
救いにはなるが，それでも，たまらない。
　不登校傾向の男子中学生。父親の死後，
母親は閉居し，誰とも会わない。父親は
自殺だったらしい。一人息子の彼だけが，
たまに登校し買い物をして帰る。不登校
傾向は父の死後からで，抑うつ状態や

が疑われていた。やがて完全に
不登校になった彼も，担任の家庭訪問に
応じなくなった。担任が屋外から名前を
叫ぶと，かすかに人の気配がする。隣人
もまったく母子を見ないという。家の中
で，何が起きているのか？誰かが「親子
心中」と口にして，職員室に戦慄が走る。
学校は関係機関と連携し，安否確認のた
め毎日 回の家庭訪問を続けた。手が



かりは，気配だけ。しかも，ちゃんと，
二つあるか？　やがて児童相談所が母親
の親族を割り出した。治療を拒む母子は，
親族に説得されて私と会うことになった。

と思しき母子は，数回のカウン
セリングを経て精神科受診に同意した。
　功を奏した結果だが，安否確認の数週
間はコンサルテーションを続ける私です
ら，生きた心地はしなかった。

◆
　学校教育の問題とされている事態は，
明らかに社会問題そのものである。
　障害者や児童の福祉，崩壊家庭や虐待，
リストラや貧困，自殺。こうした問題に
直面した親子の情緒的反応が学校で展開
され，学校教育の問題となっている。し
かし社会問題はすぐには解決されそうも
なく，まだまだ学校はこの情緒的インパ
クトにさらされ続けることになるだろう。
こうしたインパクトは学校に限らず，毎
日，虐待や剥奪と向き合う児童福祉機関，
日々，死と直面する医療機関にも，それ
以上のものがあるだろう。

　個人も組織も，通常，こうしたインパ
クトには躁的防衛やスプリットなどの健
康な防衛機制で対処しようとする。組織
の防衛機制としては，過酷な仕事の児童
福祉司を数年で一般行政職に異動させる
のも，そのひとつだろう。しかしこの防
衛には弊害もつき物である。過剰な空回
りの支援，共感機能の低下，仕事の役割
や領域の極端な制限，頻繁な人事異動に
よる専門性の低下などを招くからである。

◆
　過酷な臨床現場には，強烈な情緒的イ
ンパクトが渦巻いている。この渦中に
あって個人の力だけで，仕事の意味や意
欲を失わず，やりがいと誇りを抱き続け，
仕事の質を向上させることは，至難の業
である。特別な支援が必要だろう。「学
校現場に生かす精神分析【実践編】」で
紹介されているワーク・ディスカッショ
ンや力動的コンサルテーションで，考え
続ける作業がひとつの活路になると思わ
れる。

◇書評エッセンス◇

学校現場に生かす精神分析
S-ウィッテンバーグ他著　

平井正三・鈴木誠・鵜飼奈津子監訳

　本書の前半は，英国タヴ

ィストック・クリニックで

の教員対象の講座で講師を

務める著者の体験をもとに

書かれている。後半部分は

教育心理士として，学校で

の心理判定や心理相談に携

わる別の著者二人が，現場

での体験をもとに多様な視

点からみた課題を取り上げ

ている。心理臨床家だけで

なく保護者や教師にも一読

を薦めたい，大変魅力ある

一冊である。

（評者・田中志帆＝青山学

院女子短期大学■精神療法

35 巻 3 号（2009） よ り

抜粋）



　自閉症や ， などの発達障
害に関する文献を探していると，以前は
治療，療法，療育などのタイトルが付け
られたものが多かったような気がする。
しかし，近年大きな本屋でゆっくりと本
を探していると「支援」や「サポート」
という言葉が増えてきている。
　これは， に見られる「医療モデ
ル」から「生活モデル」への変化であり，
教育分野の「インテグレーション」から
「インクルージョン」への考え方と共通
するものである。つまり，自閉症を治そ
うといった発想から自閉症は自閉症のま
までかまわない。しかし，社会参加を実
践するためには，何らかの支援が必要で
あるということである。
　 年以上も前のことになるが，

（
）という会議が

米国ニューオリンズで開かれたとき，当
時クリントン大統領の奥さんであったヒ
ラリー夫人がその会議に参加する予定
だった。ところが東南アジアで紛争があ
り，急遽市長が演説をするはめに。市長
の演説の後， 会議に参加してい
た人たちは拍手をした。その後，一人の
青年が壇上に立ち，短い時間だがプレ
ゼンテーションを行った。彼は言語に
障害があるため，スライドを使ってプ
レゼンをしたのだが，そのスライドも
わずか 枚だけであった。しかしなが
ら，その 枚のスライドが参加者の心
を動かしたのだ。最初のスライドは「

　僕に（無理に）教えよ
うとしないで」。次のスライドは，「

　僕を訓練しようとしない
で」。そして最後のスライドが「

　どうして僕を変えようとす
るの？」。この 枚のスライドの後，参
加者は総立ちで拍手を送ることになった。
　ずいぶん昔のことなので，この会議で

治療とサポート 

梅永　雄二　

うめなが・ゆうじ＝障害児教育
宇都宮大学教育学部教授。著書に『青年期自
閉症へのサポート』（編著，岩崎学術出版社），
『親･教師･施設職員のための自閉症者の就労
支援』（エンパワメント研究所）『自閉症者の
職業リハビリテーションに関する研究』（風間
書房）『自立をめざす障害者教育』（福村出版）
など多数。



たくさんの素晴らしい発表があったにも
かかわらず，覚えているものは少ない。
しかし，このシーンは十数年経った今で
も鮮明に覚えている。
　吉村敬子さんという人が書いた詩に
「わたし　いややねん」（偕成社）とい
うのがある。彼女は脳性麻痺によって生
まれながらにして身体が不自由だったた
め，外出すると街の人からじろじろと見
られた経験をしている。そのため，外に
出かけるのがきらいになってしまった。
そういった状況を知った先生がこういっ
たそうである。「強い心をもちなさい　
強くなりなさい」と。
その言葉を素直に聞いた敬子さんは一所
懸命に強くなろうと頑張ったが，いくら
頑張っても遊園地にもデパートにも一人
では行けない。そして敬子さんは疑問を
感じた。そのときの最終フレーズがこれ
だった。「そやけど　なんで　わたしが
強ならなあかんねんやろーか」。
　障害というのは病気とは異なり，今の
医学では治療して健常にすることはでき
ない。しかしながら，医療でも教育でも
障害が良くないことであり，そのため健
常という状況に変えようとしすぎている
のではなかろうか。
　自閉症は自閉症のままでいい，しかし
サポートは必要である。
　自閉症の子を持つ二人の母親が書いた
『自閉症の親として』（アン・パーマー，
モリーン・モーレル著，岩崎学術出版
社）の中に専門家の役割を考えさせられ
るシーンが出てくる。強度行動障害を重
複する自閉症のジャスティン，その母親

であるモリーンは，どの専門家もジャス
ティンにうまく対処できないくせに専門
家ぶる人たちに幻滅し，常にパニック状
態であり，不満が充満し，怒りと悲しみ，
そしてうつ状態となっていた。
　そんな折，心理アセスメントのために
一人の女性の学校心理士と出会った。モ
リーンはその学校心理士の出会いについ
て次のように書いている。
　「彼女は私が経験してきたことに対し
て『申し訳ない』と謝るのです。私のい
うことにもっともだとさえ言うのです。
彼女は，『申し訳ありませんでした。あ
なたとジャスティンはこんなに苦労をす
る必要は全くないはずです』と私に言っ
てくれました。私は思い返しました。私
に謝ってくれた専門家なんて以前にいた
だろうか。こんな素晴らしい“謝意”の
気持ちが私の心を豊かにしてくれるなん
て，彼らは知っているのだろうか。彼女
のところを去る前に彼女は次のように確
信を持って言ってくれました。『私たち
はまだ答を見いだしていませんが，チー
ムを組んで一緒にあきらめないで頑張り
ましょう』と。この会話で，今まで費や
してきた感情が信じられないほど解放さ
れました」。
　このシーンは，我々専門家がいかにク
ライエントに対して，上から目線で接し
ていたかを思い知らされるのではないだ
ろうか。　
　専門家が行わなければならないのは，
必ずしも障害のあるクライエントを変え
るのではなく，その人に合ったサポート
を行うことではなかろうか。モリーンが



この学校心理士と出会ったことによって，
息子ジャスティンに対する対応も変化を
遂げることになったのは言うまでもない。
私が留学したノースカロライナ大学医学
部精神科 部では，自閉症や
アスペルガー症候群といった自閉症スペ
クトラムの人たちの支援では世界最先端
と言われているが，その基本的考え方は，
「自閉症は自閉症のままでいい。周りの
環境を自閉症の人たちにわかりやすいよ
うに変えてあげること」である。これを

では「構造化」と呼んでいる。
　私は職業カウンセラーをしていたこ
ろ，就職のために必要な対人関係スキル
を身につけさせようと を行ってい
た。しかし，対人行動やコミュニケー
ションに限界のある自閉症スペクトラム
者に を実施することは，ある意味
では車いすの人に「立って歩け」と言っ
ているようなものではないかと疑問を感
じていた。
　そんな折，児童精神科医の佐々木正美
先生から次のようなコメントをいただい
た。

　「自閉症スペクトラムの人がトレーニ
ングするのではなく，まわり にいる私
たちが，トレーニングして彼らとの接し
方を学ぶべきです。 は，まわりの
人たちにこそ必要なのだと言ってもいい
くらいです」。この一言は専門家として
の自閉症スペクトラム者支援に疑問を感
じていた筆者に大きな勇気を与えること
になった。
　発達障害を伴う人に対する係わり方は，
彼らを健常者にするのではなく，彼らは
彼らのままでいい。しかし，彼らのニー
ズや興味・関心，などに焦点を当て，彼
らが社会で生きていくためにどのような
スキルを身につけ，どのようなサポート
をしていけば良いのかを考えることが
我々専門家の大きな役割ではなかろうか。
障害があっても，その居住する地域で幸
せに暮らすこと。そのために必要なサ
ポートは何かを見極め（アセスメント），
その結果必要な支援（サポート）を行う
という地域に根付いた本人主体の実践的
支援ができる専門家を養成していくのも
我々の役目のひとつであろう。



◇書評エッセンス◇

自閉症の親として
パーマー他著　梅永雄二訳

　梅永雄二教授

　「自閉症の親として」を

拝読いたしました。訳がこ

なれていてとても読み易

く（先生の御苦労がしのば

れます），また内容が非常

に興味深く得るところが多

かったものですから，この

訳本を出して下さいました

ことに対して感謝をお伝え

したく思いました。

　周囲を田圃に囲まれた小

さな病院の小児科で仕事を

していますが，日常診療の

中で やアスペル

ガースペクトラムの子ども

に出会います。そういった

子どもが小学校入学に際し，

あるいは入学後に様々な問

題を生じた場合学校側の理

解がなかなか得られず苦労

している親子の相談を受け

ますが， 発祥

の地ノースカロライナにお

いてすらいつも教師が自閉

症児を正しく理解し適切に

対応しているわけではない

（当然ではありますが）実

情があること，しかしさす

がにサポートシステムはか

なり確立していること，そ

れは多くの人々が協力し試

行錯誤を繰り返しながら努

力して築き上げたものであ

り，その努力は現在も続い

ていること，具体的にどの

ような方法がとられたかな

ど知ることができ非常に勉

強になりました。

　 数年前，ショプラー

博士が作られた自閉症啓蒙

のビデオ（全 巻）を見た

ことがあります。中の一つ

にバッキー君という自閉症

児の家族の紹介がありまし

たが，お父さんは眼鏡をか

けた大きなやさしい画家で，

バッキー君の肖像デッサン

画がありました。確かアー

カンソーの学校で問題児と

して扱われたので，きちん

とした対応を受けるために

ノースカロライナへ引っ越

し， による教

育を受け彼がすっかり変

わったということだったと

思いますが，ひょっとして

先生のあとがきにあるバッ

キー君はこのバッキー君で

はないでしょうか（梅永注：

おっしゃるとおり，ビデオ

に出ていたバッキーです）。

エリック君に似た目の大き

い子どもでした。当時弟が

一人いて，お母さんは何度

も学校へ出かけ担任と話し

合いをし，家でも学んだや

り方を熱心に実行していま

した。

（評者・倉繁迪＝高知県仁

淀病院小児科■私信より抜

粋）


